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２０２１年７月１２日 

 

イオン東北株式会社 

 

本年３月に池入れした鮎をいよいよ販売！ 

「にぎわい東北 最上あゆ（養殖）」を発売します！ 
～鮎の養殖・販売を通して、最上町の振興と発展を応援します～ 

 

イオン東北㈱（秋田県秋田市、代表取締役社長：辻󠄀 雅信 以下、当社）は、山形県の養殖場「最上あゆ

センター」にて本年３月に池入れした鮎を７月１６日(金)より東北地区の「イオン」「マックスバリュ」

など計１２３店舗で販売しますので、ご案内申し上げます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最上町産の鮎のおいしさを東北６県のお客さまに知っていただき、最上町の振興と発展に繋げたい

という想いから、最上町・養殖場「最上あゆセンター」を運営する株式会社大場組（山形県最上郡、

代表取締役社長：大場 宏利様）・イオン東北の３者が連携し、本年３月に池入れした稚鮎をこのたび

「にぎわい東北 最上あゆ（養殖）」として販売します。 

 

山形県が有する日本三大急流の一つである最上川の支流「小国川」は澄んだ水質であることから、

「小国川」で育った天然鮎は、大型で身が締まり、味・形・香りに優れていると言われています。

「小国川」で漁獲した天然鮎のつがいから採卵し、孵化させた稚魚を「最上あゆセンター」で約７０ｇ

になるまで育て、東北６県のお客さまへお届けします。 

 

東北６県での販売に先駆けて７月１５日（木）には、「最上あゆセンター」にて鮎の“池上げ式”を

実施した後、マックスバリュ最上店にて販売会も行います。最上町長や大場社長にもお越しいただき

ますので、ご取材の機会を賜れば幸甚に存じます。 

 

イオン東北は今後とも、東北の一次産業・二次産業を応援する「にぎわい東北」商品の開発・販売を

通して、復興から創生へ向かう東北のにぎわい創出の一助となれるよう取り組んでまいります。 

 

【「にぎわい東北 最上あゆ（養殖）」販売概要】 

発 売 日：２０２１年７月１６日（金） 

 販売価格：「にぎわい東北 最上あゆ（養殖）」１尾（約７０ｇ）本体価格２５８円（税込価格２７８.６４円） 

      「にぎわい東北 最上あゆの塩焼き※」１尾 本体価格２９８円（税込価格３２１.８４円）  
      ※最上あゆの塩焼きは、「魚屋の焼き魚」コーナーがある店舗で取り扱います。 
 販売店舗：東北地区の「イオン」３６店舗「イオンスタイル」８店「マックスバリュ」７９店舗  

合計１２３店舗 

 商品特長：・漁獲～採卵・孵化・飼育まですべて山形県で行った“オール山形”の養殖鮎です。 

・味・形・香りの評価が高い鮎から養殖したため、見た目も味も良いのが特徴です。 

       



ご参考 

 

◇「にぎわい東北 最上あゆ」養殖～販売の流れ 

 
 ①最上川の支流「小国川」で天然鮎のつがいを漁獲。 

 ②山形県鶴岡市の「栽培センター」で昨年９月頃から 

採卵し、孵化させる。 

③約１ｇ（２～３ｃｍ）の大きさに成長した稚魚を 

本年３月に「最上あゆセンター」へ移送し池入れ。 

 ④「最上あゆセンター」で約７０ｇまで育った鮎を 

水揚げし、出荷。 

 

 

 

◇「最上あゆセンター」で実施された池入れ式について 

 
 本年３月１８日（木）に「最上あゆセンター」にて池入れ式を実施しました。池入れ式には、髙橋 

重美 最上町長、大場組 大場 宏利社長にもご出席いただき、約３万尾の鮎の稚魚を池入れしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「にぎわい東北」について 
 

              「にぎわい東北 － つなげよう、ふるさとのチカラ」 

震災から１０年。安心してくらせる一日一日の積み重ねが 

笑顔あふれる未来につながる。 

日々のお買い物をはじめ、地域のくらしのあらゆるシーンに 

よりそうことで、地域の皆さまの支えになっていきたい。 

「にぎわい東北」フェアをはじめ、生産者支援や雇用創出による 

地域産業の活性化、自然豊かで災害に強いまちづくりの実現に向けて。 

イオンはこれからもグループ一体となって、 

地域の皆さまと手をたずさえながら歩んでまいります。 

 

 

 

「最上あゆセンター」養殖場の様子 

テープカットの様子              稚魚の池入れの様子 


